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『
野
ざ
ら
し
紀
行
画
巻
』

の
表
記
特
性

[
要
旨
]

画
巻
本
で
は
、
本
文
を
漢
字
化
す
る
と
と
も
に
、
単
語
の

語
幹
・
語
尾
に
使
用
す
る
仮
名
字
母
を
統
一
す
る
こ
と
で
、

規
則
性
が
高
く
、
か
つ
読
み
や
す
い
テ
キ
ス
ト
を
実
現
し

た
。
こ
う
し
た
仮
名
字
母
の
規
則
的
な
集
中
利
用
と
、
単

語
表
記
の
著
し
い
規
則
性
と
が
同
居
す
る
と
こ
ろ
に
画
巻

本
の
面
目
が
あ
る
。

一
は
じ
め
に

常
識
的
に
見
れ
ば
、
巻
子
本
の
目
的
の
半
分
は
書
美
の
追
求
に
あ

り
、
画
巻
本
の
目
的
の
大
部
分
は
美
術
品
の
製
作
に
あ
る
。
同
じ
く
、

版
本
の
目
的
の
半
分
は
商
品
の
製
造
に
あ
り
、
写
本
の
目
的
の
大
方

は
自
家
用
テ
キ
ス
ト
の
保
蔵
に
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
と
そ
の
目
的
の
違

い
が
生
み
出
す
表
記
・
表
現
の
相
違
に
気
付
い
た
と
き
、
『
野
ざ
ら

し
紀
行
』
は
ま
っ
た
く
別
の
顔
を
現
出
す
る
だ
ろ
う
。

二
「
画
巻
本
」
の
字
母
の
集
中
利
用

「
天
理
本
」
（
巻
子
）
か
ら
「
画
巻
本
」
（
画
巻
）
へ
の
推
敲
過

程
に
は
、
二
十
種
の
仮
名
字
母
の
変
更
が
あ
っ
た
（
注
1
)
。
し
か

も
、
こ
の
二
十
種
の
仮
名
字
母
の
変
更
に
は
、
書
き
易
く
読
み
易
い

仮
名
字
母
を
選
び
、
そ
の
字
母
を
集
中
的
に
用
い
る
用
字
意
識
が
認

め
ら
れ
た
。
こ
の
仮
名
字
母
の
変
更
に
よ
っ
て
、
芭
蕉
は
「
天
理
本
」

に
見
ら
れ
た
複
数
の
汎
用
字
母
（
修
辞
上
、
格
別
制
約
な
く
汎
用
さ

れ
る
仮
名
字
母
）
の
併
用
状
態
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
汎
用
字
母

の
性
格
を
失
っ
た
各
字
母
の
用
途
を
限
定
し
、
行
頭
・
行
末
・
文
節

・
語
頭
・
語
尾
・
活
用
形
を
表
示
す
る
文
字
と
し
て
特
殊
化
し
た
の

で
あ
る
。

こ
れ
を
さ
ら
に
、
汎
用
字
母
の
性
格
を
失
っ
た
字
母
（
表
一
）
の

用
途
に
限
定
し
て
言
え
ば
、
そ
れ
は
、
書
体
・
字
体
を
統
一
し
、
読

み
易
く
書
き
易
い
テ
キ
ス
ト
を
作
り
だ
そ
う
と
す
る
啓
蒙
的
な
意
志

に
よ
り
、
行
頭
・
行
末
か
ら
文
節
・
活
用
に
至
る
、
表
記
の
細
部
を

精
細
に
秩
序
付
け
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
と
も
言
え
る
。

私
は
、
こ
の
表
記
の
細
部
を
精
細
に
秩
序
付
け
る
表
記
意
識
の
一

端
を
再
現
す
る
こ
と
で
、
画
巻
の
詞
書
と
し
て
書
か
れ
た
画
巻
本
の

濱

森

太

郎
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表

表
記
の
特
性
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
う
。

さ
て
、
今
、
そ
の
表
記
の
細
部
の
精
細
な
秩
序
の
一
端
を
示
す
た

め
に
、
ま
ず
、
画
巻
本
の
字
母
の
特
徴
部
分
を
示
せ
ば
、
次
の
よ
う

に
な
る
。

「
画
巻
本
」
の
特
徴
と
な
る
仮
名

2
 

ー NO 

けき 仮
名 **** 20:19:18;17 

支
1

（
装
飾

1
)

遣

18
（
汎
用
＊
注
8
)

画

巻

本

の

用

字

法

んをれる

天遠礼留． 
連

※
＊
印
は
、
一
字
母
が
集
中
し
て
用
い
ら
れ
た
例
（
一
字
母
が
八

五
％
を
占
め
る
状
態
を
言
う
）
。

※
〇
印
は
、
二
つ
以
上
の
字
母
が
併
用
さ
れ
る
仮
名

「
表
ご
の
通
り
、
「
画
巻
本
」
で
新
た
に
集
中
利
用
さ
れ
始
め

た
仮
名
字
母
は
十
＿
―
-
字
（
＊
印
）
。
ま
た
、
「
画
巻
本
」
に
至
っ
て

主
要
字
母
が
交
替
し
た
も
の

(
O印
）
七
字
（
注
2
)
。
こ
の
七
字

の
内
、
「
け
」
「
す
」
「
ふ
」
「
ほ
」
「
む
」
の
五
字
に
は
、
複
数

字
母
の
併
用
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
残
る
「
と
」
「
に
」
に
も
、
複
数

字
母
の
併
用
が
見
ら
れ
る
。
恐
ら
く
後
者
の
二
字
は
、
助
詞
「
と
」

「
に
」
の
形
で
大
量
に
反
復
使
用
さ
れ
る
た
め
、
表
記
の
交
替
が
必

要

だ

っ

た

も

の

と

推

測

さ

れ

る

（

後

述

）

。

・

次
に
、
こ
の
二
十
字
の
中
か
ら
、
汎
用
字
母
か
ら
外
れ
た
字
母
を

拾
い
、
そ
の
限
定
的
な
用
字
法
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

表
二
推
敲
に
伴
う
仮
名
字
母
集
中
利
用
の
原
因
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例
え
ば
、
常
に
語
頭
に
あ
っ
て
、
「
堂
（
た
）
き
物
」
「
堂
（
た
）

と
り
」
「
堂
（
た
）
り
」
や
「
登
（
と
）
く
と
く
」
「
登
（
と
）
」

（
助
詞
十
一
例
、
注
4
)
の
ご
と
く
、
語
頭
を
表
示
す
る
「
堂
」

「
登
」
は
、
偶
然
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、
語
尾
に
あ
っ
て
、

「
と
も
仁
（
に
）
」
「
な
が
ら
仁
（
に
）
」
「
仁
（
に
）
」
（
助
詞

二
匹
例
、
注
5
)
や
「
云
け
舞
（
む
）
」
「
舞
（
む
）
」
（
助
詞
三

例
、
注
6
)
の
ご
と
く
、
文
節
の
句
切
れ
を
表
示
す
る
「
仁
」
「
舞
」

も
偶
然
と
は
考
え
に
く
い
。
さ
ら
に
、
常
に
助
詞
「
に
」
を
表
示
す

る
「
耳
」
や
、
「
婦
（
ふ
）
か
き
心
」
「
山
婦
（
ふ
）
か
く
」
「
婦

（
ふ
）
か
く
分
出
る
」
等
、
形
容
詞
「
ふ
か
し
」
の
「
ふ
」
を
表
示

13 12 11 10 9 8 7
 
6
 
5
 
3
 ※

表
内
の
数
字
は
、
用
例
数

※
無
印
は
、
主
流
と
な
る
字
母
が
交
替
し
た
例

るむほふ になとてたす

流舞本婦耳仁那登帝堂春
2 4 10 5 19 30 1 13 2 3 5 

（
装
飾

5
)

（
装
飾
・
語
頭
3
)

（
装
飾

2
)

（
装
飾
・
語
頭
13)

（
装
飾
．
句
末
1
)

（
語
尾
30

注
5
)

（
助
詞
に
19)

（
装
飾
5
)

（
汎
用
）
．

（
装
飾
・
語
尾
4
)

（
装
飾
2
)

す
る
「
婦
」
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
使
用
字
母
を
統
一
し
、
簡
便
な

表
記
の
テ
キ
ス
ト
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
意
志
の
も
と
、
文
節
か
ら

単
語
・
活
用
に
至
る
ま
で
、
表
記
を
精
細
に
秩
序
付
け
る
表
記
意
識

の
存
在
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
事
実
、
も
く
数
回
程
度
の
繰
り

返
し
を
規
則
的
と
呼
ん
で
良
い
な
ら
（
一
作
品
で
数
回
繰
り
返
さ
れ

る
語
彙
は
、
収
録
語
彙
全
体
の
八
十
％
を
占
め
る
）
、
規
則
的
な
用

字
は
た
ち
ま
ち
多
数
に
登
る
の
で
あ
る
。

―
―
-
「
画
巻
本
」
の
表
記
の
特
徴

そ
こ
で
、
画
巻
本
の
詞
書
を
単
語
別
に
分
類
す
る
と
、
た
ち
ま
ち

見
え
る
こ
と
が
―
つ
あ
る
。
例
え
ば
動
詞
「
あ
り
」
の
表
記
は
、
次

の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

①
あ
ら
安
良
（
用
例
4
)
•
あ
り
安
利
（
用
例

1
)
•
あ
り
有

（
用
例8
)
•
あ
る
安
留
（
用
例

1
)
•
あ
れ
（
用
例
O
)

加
え
て
、
表
記
の
規
則
性
を
重
視
し
、
反
復
使
用
さ
れ
る
回
数
の

多
い
活
用
語
の
実
例
を
さ
ら
に
上
げ
れ
ば
、
例
え
ば
、
動
詞
「
い
う
」

は
、
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

②
い
は
以
者
（
用
例
1
)
•
い
ひ
以
比
（
用
例

1
)
・
い
ふ
云

（
用
例8
)
•
い
へ
以
部
（
用
例
2
)

さ
ら
に
、
形
容
詞
「
ふ
か
し
」
、
助
詞
「
よ
り
」
も
、
次
の
よ
う
に

整
理
さ
れ
て
い
る
。

③
ふ
か
き
婦
可
幾
（
用
例
1
)

・
ふ
か
く
婦
可
久
（
用
例
3
)

④
よ
り
与
利
（
用
例
8
)

い
ず
れ
も
、
単
語
の
表
記
が
語
幹
・
語
尾
と
も
に
統
一
さ
れ
、
規
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字

母

表
二
複
数
字
母
の
併
用
が
顕
著
に
現
れ
る
語
彙

則
的
に
繰
り
返
さ
れ
る
た
め
に
、
書
き
易
く
か
つ
読
み
や
す
い
テ
キ

ス
ト
が
実
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
仮
名
字
母
の
規
則
的
な
集
中
利
用
と
、
表
記
面
の
著
し

い
規
則
性
と
が
表
裏
す
る
事
は
重
要
で
あ
る
。
表
記
面
を
極
力
合
理

化
す
る
意
志
と
規
則
的
な
文
脈
を
作
り
出
す
意
志
と
が
同
居
す
る
と

こ
ろ
に
画
巻
本
の
面
目
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
こ
の
画

巻
本
に
於
い
て
初
め
て
、
多
く
の
単
語
が
、
現
在
通
用
の
仮
名
表
記

の
よ
う
に
、
一
仮
名
一
字
母
に
近
づ
く
形
で
表
記
さ
れ
始
め
る
の
で

あ
っ
て
、
こ
れ
に
は
恐
ら
く
芭
蕉
の
意
志
で
あ
る
と
共
に
、
画
巻
と

い
う
メ
デ
ィ
ア
が
、
詞
書
に
盛
大
な
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
必
要
と
し

な
か
っ
た
こ
と
も
作
用
し
た
に
違
い
な
い
。

だ
が
、
画
巻
本
の
表
記
の
特
色
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
画
巻

本
の
表
記
を
さ
ら
に
単
語
別
に
検
索
す
る
と
、
特
に
、
陳
述
を
表
示

す
る
助
詞
・
助
動
詞
に
、
や
や
装
飾
性
の
高
い
字
母
が
採
用
さ
れ
、

結
果
的
に
複
数
字
母
が
併
用
さ
れ
る
事
例
が
散
見
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る。
そ
れ
を
今
、

一括して表示すると、次のようになる。

は の に に な と て た ぞ ず 梵て り り
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これら十七の助詞・助動詞は、切れ字の機能を持つ助詞

・助動詞「かな」「けり」「けん」「ず」「ぞ」「たり」

「なり」「る」「む」と、通常の助詞「て」「と」「に」

「にて」「の」「は」「ぱ」「を」とに、二分することが

できる。

そして、その内、文中に多用される通常の助詞の字母の

併用については、次の三つの理由が考えられる。

①使用頻度の高い字母であるため、近接して用いられるこ

とも多く、字母に変化が必要だったこと。

例とく（と「登久／＼登・止久／ヽ」

②文字配列上、助詞は、一行の最下位または最上位に用い

られることが多く、勢い、行頭・行末の装飾を分担する

必要が生じること。

例・助詞「に」を表示する「耳」「仁」「が」の一＿一字母

の内、行末に位置する「に」は「耳」六0%、「仁」

む を る ば

舞 越 礼 Jヽ

＾ ^  
＾ ~’ • 

＾ 3ヽ 6 4 4 ヽ 、_, -
無 遠 連 者

＾ ^  
’ ’ 2 5ヽ( ヽ•1~ 6 .__,、 、-

元

＾ 6ゞ 

四
十
六
％
、
「
示
」
六
％
と
偏
っ
て
い
る
。

・
必
ず
行
末
に
配
置
さ
れ
る
助
詞
「
ば
」
に
は
、

の
二
種
類
の
字
母
が
用
い
ら
れ
る
。

③
助
詞
の
字
形
は
前
後
の
文
字
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ

に
対
応
し
て
二
種
類
以
上
の
字
母
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
。

例
・
漢
字
に
続
く
「
に
」
は
、
概
ね
「
耳
」
、
と
表
記
さ
れ
る
。

・
漢
字
に
続
く
「
の
」
は
、
概
ね
「
乃
」
と
表
記
さ
れ
る
。

・
漢
字
に
続
く
「
を
」
は
、
概
ね
「
遠
」
と
表
記
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
外
、
係
り
助
詞
「
は
」
は
、
「
盤
」
と
表
記
さ
れ
、

助
詞
「
ば
」
は
、
「
者
」
と
表
記
さ
れ
る
な
ど
の
事
例
も
あ
る
。
こ

れ
ら
の
多
用
な
事
例
が
皆
、
複
数
の
仮
名
字
母
が
併
用
さ
れ
る
理
由

と
な
る
の
で
あ
る
。

加
え
て
厄
介
な
こ
と
は
、
こ
れ
ら
運
筆
、
修
辞
、
文
法
上
の
種
々

の
理
由
が
皆
、
書
き
易
く
、
読
み
易
く
、
か
つ
美
し
い
テ
キ
ス
ト
を

作
ろ
う
と
す
る
筆
者
の
美
的
な
判
断
に
由
来
す
る
こ
と
で
あ
る
。
言

い
換
え
れ
ば
、
画
巻
本
の
表
記
の
合
理
化
は
、
筆
者
の
美
意
識
の
納

得
と
共
に
始
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
。

だ
が
、
厄
介
な
こ
と
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

四
「
画
巻
本
」
の
本
文
装
飾

「
画
巻
本
」
に
生
じ
た
字
体
並
び
に
表
記
の
統
一
は
、
さ
ら
に
微

妙
な
課
題
を
招
来
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
表
記
の
合
理

化
が
、
筆
跡
の
単
調
さ
を
生
み
出
す
こ
と
は
当
然
予
想
さ
れ
る
。
が
、

し
か
し
、
筆
墨
を
も
っ
て
生
計
を
立
て
る
俳
諧
師
な
ら
誰
し
も
思
う

「ハ」

「者」
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ように、読み易く書き易いテキストは、決して単調•平板なテキストであってはならない。文学意志が生み出した文

節・単語・活用に至る表現細部の核心をさり気なく強調表

示する、新しいタイプの紙面装飾法が考案されなければな

らないのである。

もとより、今、装飾の対象が画巻である以上、鑑賞の主

力は絵であって、詞書ではない。その詞書の表記の過大な

装飾は、かえって読者の注意力を分散させ、絵の表現効果

を削減するだろう。さり気ない文字が、しかし、しっかり

と秩序付けられ、筆者の意志の核心を表示する表記法が望

まれるのである。

この点、画巻本では、表記を漢字化するとともに、単語

の語幹・語尾に使用する仮名字母を統一することで、規則

性が高く、かつ読みやすいテキストを実現した。こうした

仮名字母の規則的な集中利用と、単語表記の著しい規則性

とが同居するところに画巻本の面目があったのである。

だが、一方、画巻本には、語り手の陳述を強調表示する

ために、助詞・助動詞に複数字母を併用する事例が散見さ

れる。また、行頭・行末を強調表示する字母、文末・文節

・単語を強調表示する字母もある。それらの字母は、文字

の続柄、頻繁な反復使用、表記のバライティーを勘案して

取捨選択されるが、それが偶然以上の規則性を備えている

ことは先に指摘した通りである。

そこで、今、その規則的な表記意識をさらに詳細に観察

するために、試みに、画巻本のテキストから占有率十五％

中小

息 百
箱 江 位

山夜 JI I 根 戸 置

けに けに たにれを にるを をを 本

堂耳連越
',' 

介耳 介王耳 耳流越 越越 文
； 

芍けに けり に たりにおしを にけり を をを 単

る

語
.. 

茶の 馬上 盃農 母捨子にやあす富士 却て 野さE 
令けにi はヘ にうと ． 川 フ

馬の
れたま秋風の れほしのほと 伍指故郷を 心をに

レ

~i l れ は 預行 を
て れ馬 るかいんとを~ り
けり に C かに ~ ズ

日

表

『
画
巻
本
」
の
装
飾
文
字
の
利
用
箇
所

（
占
有
率
十
五
％
以
下
）

以
下
の
仮
名
字
母
の
使
用
箇
所
を
抽
出
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

（注
7
)
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! 
竹 故 茶 !! 神伊 •. 

ノ
内 郷 店， 宮勢

I 

た ひヘサイ を くて
I 

たにてにか 1 に < .Jけを
I 

堂 飛遍サイ 越 具帝 堂丹帝耳加 1 耳 具ノ計越

＇ 
窟 ひく べしおおおお を ばして たきもにてにかえさ に ほいか＜ をのち
る しヽし‘ ？ ぐtのぢささ の

! 縁仏ひに すか共く 大イ大サ牛i イ

と，
はし 有只命 ふてぬ白きき 発句茶店ある 其日 ! 陰ほ一:ノ襟に勢伊~ 

青
ならきく てのと

翅の せ の

に 出しよ云と立にかヘさ
の
のら＜＜ 陰の 一嚢かけてを 有けにるをる

かれ云へ芯かi を て

！ に

! た物すき けるに て 寄けるてむけ て云み

て
に

奈 故 I 神熟 i 吉良 郷 宮田 野

にれ にれに りス るまこにニイ き たへけにン

耳連 耳連耳 里ス 流万古耳ニイ 支 太遍計耳ン

になり にけり に
＇す

けり どと ここ におおおお

すI うととし だへつ わけいる にずむうまろ しヽし‘
る にに

二堂月春れゃな
家山年妥

雪!見に吟風ス 心と 心と のし 妥に 社頭大イ大社頭イ ; ふたいととし谷へたを二計わ町 底心のに-理姻雨谷を
年越てにを 暮れのけは 草畦をにきと けまり'けまり'ふろこし石すをえ ニ ニ品り

雪
の

てた入けた-ン
るるのて破れ破れ

ほ
て て と るほと ふて

ま ). 

~ f-に
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内訳で言えば、語り手の陳述を表示する助詞・助動詞は

七語、四十一例。各語の用例数は、「に」一九、「を」六、

江 甲

i 
尾 水 唐 尽I 

戸 斐 張 口 崎 都

にに に に ミけに たツに に なにれに

耳耳 耳 耳 ミ介耳 太ツ丹 丹 那耳連耳

にに に に みなけり に たり ふたてに 芍 かな にるに
だ つ

つかれを 庵帰にり
臨 農

卯花拝むな 其許かへ角 脚行けるし

生た命― 水 店
花かに 花かにま 昨ふやIr 日京のほにほi 

悶るーツロに 塁のて

ぬまはぬは てり! はと て 合 中 ヽt 盆ミ？申に
に

て 農 に
姿かな 姿かなて

に 梵 る
に

「て」――-‘

「
遠
」
と
表
記
さ
れ
る
。
ま
た
、

「
け
り
」
五
、
「
な
り
」
―
―
-
、
「
た
り
」
二
、

一
、
「
か
な
」
一
、
「
べ
し
」
一
、
「
る
」
一
。

ま
た
、
旅
中
の
出
来
事
を
表
示
す
る
単
語
は
、
二
十
二
語
、
二
十

四
例
。
内
訳
は
、
「
し
ほ
る
」
「
け
ふ
り
」
「
か
く
」
「
ほ
の
く
ら

し
」
「
か
へ
さ
」
「
た
き
も
の
」
「
し
ば
ら
く
」
＊
「
お
お
い
さ
」

「
ひ
く
」
「
た
ど
る
」
「
う
ず
む
」
「
わ
け
い
る
」
「
へ
だ
つ
」

「
た
ふ
と
し
」
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
＊
「
お
お
い
に
」
「
こ
こ
ろ
」

「
と
ど
ま
る
」
「
す
」
「
あ
り
く
」
「
ふ
た
つ
」
「
な
み
だ
」
の
ご

と
く
、
い
ず
れ
も
各
一
例
で
、
特
定
の
語
や
特
定
の
語
頭
・
語
尾
が

装
飾
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
強
い
て
言
え
ば
、
語
頭
・
語
尾
の
強

調
表
示
が
や
や
目
立
つ
程
度
の
簡
素
な
文
字
使
い
と
言
え
る
。
ま
た
、

こ
の
強
調
表
示
は
、
恐
ら
く
、
文
脈
の
起
伏
や
文
節
の
切
れ
続
き
を

表
示
す
る
意
図
を
持
つ
だ
ろ
う
。

た
だ
、
中
に
は
、
＊
「
大
イ
ニ
」
「
大
イ
サ
」
の
ご
と
く
、
片
仮

名
の
送
り
仮
名
が
装
飾
字
母
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
た
め
に
、
抽
出
さ

れ
た
例
も
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
場
当
た
り
的
な
語
彙
選
択
・
用
字
選
択
に
も
関
わ
ら

ず
、
語
り
手
の
陳
述
を
表
示
す
る
「
に
」
以
下
の
助
詞
・
助
動
詞
の

表
記
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
興
味
深
い
規
則
性
が
隠
れ
て
い
る
。

①
「
に
」
は
、
「
画
巻
』
で
は
「
休
」
「
仁
」
と
表
記
さ
れ
る
。
た

だ
し
、
漢
字
に
続
く
「
に
」
は
「
耳
」
と
表
記
さ
れ
る
。

（
こ
こ
で
は
、
三
例
の
例
外
が
含
ま
れ
る
。
例
外
に
あ
た
る
三
例

は
、
い
ず
れ
も
行
末
に
あ
り
、
行
末
の
強
調
表
示
に
用
い
ら
れ
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
）

②
「
を
」
は
、
通
常
（
注
8
)

「の」
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は
漢
字
の
後
の
「
を
」
に
は
「
遠
」
が
用
い
ら
れ
、
漢
字
の
前
の

「
を
」
に
は
、
「
越
」
が
用
い
ら
れ
る
。
（
こ
こ
で
は
、
二
例
の

例
外
が
含
れ
る
。
一
例
は
行
末
の
強
調
表
示
に
用
い
ら
れ
、
他
の

一
例
は
、
漢
字
に
続
く
「
を
」
の
表
記
に
用
い
ら
れ
る
。

③
「
け
り
」
は
通
常
「
遣
利
・
遣
留
・
遣
礼
」
と
表
記
さ
れ
る
。
こ
こ

で
は
、
「
く
は
れ
介
利
」
「
申
遣
し
介
留
」
「
と
A

ま
り
遣
流
」

「
暮
希
連
ば
」
等
、
い
ず
れ
も
、
文
末
（
か
つ
行
末
）
に
あ
っ
て
、

文
脈
の
終
結
を
強
調
表
示
す
る
。
（
例
外
に
あ
た
る
「
云
希
流
は
」

の
「
希
」
は
、
漢
字
に
続
く
「
け
」
の
表
記
に
用
い
ら
れ
る
。

④
「
な
り
」
は
、
通
常
「
奈
良
・
奈
利
・
奈
礼
」
と
表
記
さ
れ
る
。
こ

こ
で
は
、
「
春
奈
連
や
」
「
靡
丹
て
」
等
、
切
れ
字
の
前
に
位
置

し
（
ま
た
は
切
れ
字
的
に
働
き
）
文
脈
の
終
結
を
表
示
す
る
。

⑤
「
多
利
」
は
通
常
「
多
利
・
多
留
」
と
表
記
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は

「
生
太
留
桜
哉
」
「
う
と
ま
れ
堂
留
か
」
等
、
文
末
に
あ
っ
て
文

脈
の
終
結
を
強
調
表
示
す
る
。

⑥
「
て
」
は
、
通
常
「
天
」
と
表
記
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
と
云

帝
」
「
と
の
み
云
帝
」
等
、
漢
字
の
後
ま
た
は
行
末
に
あ
っ
て
、

登
場
人
物
の
陳
述
の
終
結
を
強
調
表
示
す
る
。

⑦
「
の
」
は
、
通
常
「
乃
」
と
表
記
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
一
ノ

華
表
」
と
片
仮
名
で
表
記
さ
れ
る
。
「
華
表
」
と
相
ま
っ
て
漢
籍

の
送
り
仮
名
に
似
た
雰
囲
気
を
暗
示
す
る
。

⑧
「
か
な
」
は
通
常
「
哉
」
と
表
記
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
姿
可

那
」
と
仮
名
字
母
で
表
記
さ
れ
る
。
漢
字
の
重
複
に
よ
る
句
末
の

重
く
れ
た
文
字
使
い
を
避
け
る
た
め
の
文
字
選
択
か
。

⑨
「
べ
し
」
は
、
用
例
一
例
の
た
め
、
表
記
傾
向
の
有
無
に
よ
ら
ず
、

要
す
る
に
珍
し
い
表
記
に
相
当
す
る
。

⑩
「
る
」
の
連
用
形
は
通
常
「
礼
」
と
表
記
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は

「
鶴
を
盗
連
し
」
と
表
記
さ
れ
る
。
文
末
（
切
れ
字
の
前
）
に
位

置
し
、
主
人
公
の
陳
述
の
終
結
を
表
示
す
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
各
助
詞
・
助
動
詞
の
表
示
箇
所
を
鳥
諏
図
風
に

眺
め
れ
ば
、
装
飾
的
な
字
母
が
、
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
の
要
衝
た
る

「
箱
根
」
「
富
士
川
」
「
伊
勢
神
宮
」
「
西
行
谷
」
「
当
麻
寺
」

「
吉
野
山
」
「
熱
田
神
宮
」
「
故
郷
」
「
京
都
」
「
水
口
」
「
尾
張
」

に
集
中
し
、
こ
と
に
「
吉
野
山
」
「
熱
田
神
宮
」
に
濃
い
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
痕
跡
が
見
え
る
。
こ
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
恐
ら
く
、

「
大
和
行
脚
」
に
始
ま
り
、
「
吉
野
入
山
」
「
吉
野
出
山
」
と
続
く

「
回
国
修
行
」
の
日
々
が
こ
の
作
品
の
骨
格
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
加
え
て
、
「
西
行
谷
」
の
「
蝶
女
」
の
逸
話

と
「
京
都
」
の
秋
風
訪
問
の
持
つ
意
味
の
大
き
さ
も
、
こ
こ
に
暗
示

さ
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
蝶
女
の
袖
の
断
片
（
富
山
奏
氏

蔵
）
に
記
さ
れ
た
芭
蕉
の
懇
情
や
山
荘
滞
留
を
許
可
し
た
三
井
秋
風

へ
の
謝
意
の
持
つ
意
味
を
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
装
飾
字
母
を
用
い
た
芭
蕉
の
強
調
表
示
法
は
、
さ
ら
に
諸
本

に
よ
っ
て
、
比
較
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
比
較
検
討

を
通
じ
て
、
芭
蕉
の
強
調
表
示
法
が
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の

個
性
と
普
遍
性
と
が
明
ら
か
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
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． 箱 江 位

根 戸 置

リケなりけトリなは スとりにむけ 本

リケ那里遣トリ那盤 ス登里仁舞遣 文

ちりずあ＜ かななるけり とちりみな は すさ せとと むげさ令 にんけけん
，単

語

千1/芭蕉富士を友朋に 路の 何某千'トI何千某'ト/何某千'トI雲山みなに 越関るは日
却秋十も そ如 むか無何無何 フ

而江戸指を む気ろさ し 入入と レ

に 信ある すたけなとり いひ いひ い かれりく 却 の人のいひと いひ
1 

故ス郷而江戸を なり杖に けむけむ
影ケ行か此な人て けハる けJるヽ ひけJるヽ

ズ

五
泊
船
本
の
強
調
表
示
法

さ
て
、
そ
こ
で
最
後
に
、
取
り
急
ぎ
、
泊
船
本
の
テ
キ
ス
ト
か
ら

や
は
り
占
有
率
十
五
％
以
下
の
仮
名
字
母
を
抽
出
し
、
表
に
し
て
掲

げ
た
い
。

表
四

泊船本の装飾文字の利用箇所（占有率十五％以下）

小 合 巴
夜 J II JII 

のすた りは けはムににせかすけしすけりたにしかり

能寸太 里盤 気盤ム仁仁勢加寸計志寸希里堂仁志加里

のずたる ちり は なく はむにく にかいぜかぜかすてなぐおしすあけんかばゆたにのしかく ばか

にごるりぐり

杜牧 数馬 ちり 大 性の母はなんちL あきあきあきすて喰物なすやあすやあ命ま露は波をし 浮世浮世此川三つ里上

』かいに
つ汝をちをにののの子あにき つかり 波のをしののは早まむ た にかぜかか しし の か

行の た鶏鴨 ちを
る
なをき むうと 悪ムに れまく ぜかい かいぜかい の けてをと ほれん ほれん間捨置iとの命ま にく 波のをし早瀬に なり日

残夢 すなら たれて

は
なにあらし たに 1こにかぜるとと つたすえのくくかけ捨子る
け~ る に 問と ににて
か の
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故 茶： 神伊
I 

郷 店 1 宮勢
I 

ヘま なしものたはての り I＇のみののにへたのなに
I 

遍満 那志茂農堂盤帝農 里 1 農美能農仁遍堂農那仁

べし ど息と なくばしものだに はての I のみそかののにたうぐたぐう のなし に？ る

すかともく比日と如 はなきらくし はなきしらく かなんち かはらら 今跡はた 今跡はた 北堂 長初の月
茶店 千せとみそか 峯一の暮浮屠浮屠浮屠俗伊勢

立に の 松身の風に鳥井外宮て属の属の属の似に 有けるに

いまり
て て 眉やもし の饗白く なにし なにし皇草枯果霜も よけるにり 杉抱あをらし~ な月し むし の陰 侍詣にけるりへたてにく へたてにく へたてにく 髪てなし をふて

ヘ

梵 て

吉

野

竹

J
内

むあすかはののけかにむにしのルンにけ

舞阿須加盤能農計加仁舞仁志農ルン仁遣

のにたのひに

農仁太農飛仁

んあすかはののわかにんにむのきうまけ
らすわ ける かるずこり
うぐる い しむと
る に

のにたのひに
り＜

仏
縁
に
ひ
か
れ
て

仏
縁
に
ひ
か
れ
て

斧
斤
の
罪
を
ま
ぬ
か
れ

罪
を
ま
ぬ
か
れ
た
る
そ

幸
に
し
て
た
つ
と
し

幾
死
か
へ
る
法
の
松

た
と
り
け
る
に

ま
こ
と
に
山
深
く

姻
雨
谷
を
埋
ン
て

西
に
木
を
伐
ル
音

院
A

の
鐘
の
声

む
か
し
よ
り
此
山
に
入
て

詩
に
の
か
れ
埓
に
か
く
る

唐
土
の
慮
山
と
い
は
む
も

あ
る
坊
に
一
夜
を
か
り
て

あ
る
坊
に
一
夜
を
か
り
て

二
町
は
か
り
わ
け
入
程

柴
人
の
か
よ
ふ
道
の
ミ

彼
と
く
／
＼
の
清
水
は

彼
と
く
／
ヽ
の
清
水
は

か
ハ
ら
す
と
み
え
て

う
き
世
す
A

か
は
や

耳
を
あ
ら
は
む

耳
を
あ
ら
は
む
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神熱 ; 大 i 宮田 垣

まもにしのニイツ けにす けもに のはる しの二に

満母仁志農ニイツ 計仁須 遣母仁 能盤流 志農二仁

るとま よもぎ にするし のおおいおおいずもう あぼけにほと けりおもぅ に
のはたり しのすに

の で

の すぎと
ぶ に

にに

心けるまとり 神名のと 妥に 小社 小社跡のをし社頭大イ 頭社大イ 熱田詣に
あけたま 千鳥 立旅心に垣大 心似た よ のし先後秋の山をにし
ほほよ

れけは おてひも 泊けにり
似た秋る もと ふハ醍醐既日 登り

よる石すゑを跡のをし ニニッ のの＄~ 雪やの
あきり 風はと 殿似に 何を帝の二斜坂を

もきてるしるし 破れ破れ
ほ
と る し御， に下
~ 百 の た の れなるにすき 風 る ふ草 は に

水 滋 尽， 奈 故

i ロ 賀 都 良 郷

もしの ツ け に のリ 力なのか る二のスル し

母志能 ツ 計 仁 能リ 力那能加 流二能スル 志

とも すの ふ ~\ 
に
のみ> ががならのかこし ぐしにのすいる

し
た の
つ る ぶ

い？行豆伊
命 つ 尽I 

氷の僧の 取水や') 
誰婿そカ わtちはら 年暮のけ かこにし 犬もくし 凩身ハの 狂凩句の 諷吟ス 名屋護に し

). に の一

さもと け国の 峯 し 胄 ふ
し‘ さ

にる蛭 に け て 沓
れは 杖すを

る竹斎 身 入 ヘ
にiか 嬰 て の !,,.. Jヽ

益 枯音 歎二 て
る て の

t の ~ 程
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表
五 す

で
に
別
稿
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
泊
船
本
」
の
用
字
法
は

「
画
巻
本
」
の
啓
蒙
的
な
用
字
法
を
継
承
し
、
さ
ら
に
整
理
・
統
合

し
た
も
の
で
あ
る
（
注

9
)
。
そ
の
整
理
・
統
合
は
、
主
と
し
て
世

間
通
用
の
簡
便
な
字
母
を
用
い
て
行
わ
れ
た
が
、
一
方
で
、
統
合
さ

れ
た
表
記
の
単
調
さ
を
補
う
べ
く
、
要
所
に
極
微
量
、
装
飾
字
母
を

配
置
す
る
こ
と
も
工
夫
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
こ
の
両
書
の
間
に
は
、

異
な
り
字
母
数
で
十
一
字
母
の
相
違
が
生
じ
た
（
表
五
）
。

「野ざらし紀行」字母の合理化率

江 甲

i 尾

戸 斐 張

りりか な ケの なけつしは

里里加 那 ケ能 那遣津志波

とり かえかえ 翠 わけ の かな けり すつかわすはめじ
つるる ~ i 
風いい 麦

拝卯花のむな つかは申 つか申は 遷化ふたまし む月ことしをとり ほにり ほにり
に

苔
つかか

i くへへ ミ けるし~ けるし よ のは占
すさりり

翠 たし

ぢ

※
装
飾
字
母
総
数
と
は
、
装
飾
性
字
母
（
一
仮
名
を
表
記
す
る
際
に

十
五
％
以
下
を
占
め
る
仮
名
字
母
）
の
総
数
。
十
五
％
の
根
拠
は
、

一
字
母
毎
に
占
有
率
を
観
察
す
る
と
、
こ
の
十
五
％
以
上
の
仮
名

字
母
と
以
下
の
仮
名
字
母
と
の
問
に
比
較
的
大
き
な
落
差
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

だが、異なり字母数では十一字の相違が、装飾性字母の

総数では約二倍の差異となって検出される。これは、泊船

本の紙面の装飾が、多種であると共に頻繁であることを示

すものである。版本として発売された泊船本は、やはり画

巻本より蓬かに多くの装飾字母を必要とするのである（注
0)。ー
さて、その泊船本の本文装飾箇所を表示したものが、先

の表四である。

表四を見ると、まず、装飾字母の分量が、泊船本で約二

倍に膨らんでいる。また、主人公の陳述の要所を強調する

I 
② ① 

I i 数

総

字

母

数

ノI‘ ノ＼ ~ 

画

塁 ＃ 
巻

約 今
本

五
％ 

泊~ 

~ 
五

子,....... 
塁 船

約
七 本
％ 
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助
詞
・
助
動
詞
の
強
調
表
示
が
、
全
体
の
五

0
％
を
占
め
る
。
が
、

そ
れ
以
上
に
、
旅
中
の
出
来
事
を
表
示
す
る
名
詞
・
形
容
詞
・
動
詞

等
の
強
調
表
示
が
増
加
し
、
こ
れ
が
全
体
の
五

0
％
を
占
め
る
。
両

者
と
も
に
強
調
表
示
さ
れ
る
こ
と
で
、
自
立
語
・
付
属
語
の
境
界
や
、

付
属
語
を
境
に
し
た
文
脈
の
起
伏
・
切
れ
続
き
が
よ
り
明
瞭
に
表
示

さ
れ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。
た
だ
、
表
示
部
の
ウ
エ
イ
ト
が
、
語

り
手
の
陳
述
か
ら
旅
中
の
出
来
事
に
移
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

加
え
て
、
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
の
要
衝
に
こ
れ
ら
装
飾
字
母
が
集

中
す
る
様
子
に
も
変
り
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
も
装
飾
字
母

は
、
『
紀
行
』
の
要
衝
、
「
箱
根
」
「
富
士
川
」
「
伊
勢
神
宮
」

「
西
行
谷
」
「
当
麻
寺
」
「
吉
野
山
」
「
熱
田
神
宮
」
「
故
郷
」

「
京
都
」
「
水
口
」
「
尾
張
」
に
集
中
し
、
こ
と
に
「
吉
野
山
」

「
熱
田
神
宮
」
に
濃
厚
な
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
装
飾
は
、
恐
ら
く
「
大
和
行
脚
」
に
始
ま
り
、
「
吉
野
入
山
」

「
吉
野
出
山
」
へ
と
続
く
「
行
脚
」
の
日
々
が
こ
の
作
品
の
竜
骨
で

あ
る
こ
と
を
継
承
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

だ
が
、
こ
の
両
書
に
は
、
明
ら
か
な
相
違
も
あ
る
。
―
つ
は
、

『
紀
行
』
の
要
衝
以
外
に
も
、
装
飾
文
字
が
幅
広
く
分
布
す
る
こ
と
、

も
う
―
つ
は
、
「
西
行
谷
」
の
「
蝶
女
」
の
挿
話
と
「
京
都
」
の
三

井
秋
風
訪
問
（
複
数
の
装
飾
字
母
を
用
い
て
強
調
表
示
さ
れ
て
い
た
）

の
重
要
さ
を
暗
示
す
る
装
飾
字
母
が
消
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
絵

を
欠
く
泊
船
本
で
、
紙
面
装
飾
の
た
め
に
、
一
定
量
の
装
飾
字
母
を

半
ば
自
動
的
に
文
中
に
配
置
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
る
ま
い
。
だ
が
、
「
西
行
谷
」
の
「
蝶
女
」
の
挿
話
と
「
京
都
」

の
三
井
秋
風
訪
問
の
件
は
事
情
が
違
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
芭
蕉
の
指

示
か
、
清
書
者
の
私
意
か
。

こ
う
し
た
字
母
の
変
化
が
究
極
的
に
何
を
意
味
す
る
か
は
不
明
だ

が
、
い
ず
れ
、
更
に
詳
細
な
表
記
の
調
査
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

要
す
る
に
今
は
、
表
記
の
洗
練
を
目
指
し
て
、
用
字
の
整
理
統
合
を

進
め
る
陰
で
、
さ
ら
に
繊
細
に
テ
キ
ス
ト
の
要
点
を
表
示
す
る
、
も

ぅ
―
つ
の
用
字
法
が
工
夫
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
を
示
唆
す
る
こ

と
が
目
的
で
あ
る
。

六

お

わ

り

に

以
上
、
要
す
る
に
画
巻
本
に
於
い
て
初
め
て
、
多
く
の
単
語
が
、

現
在
通
用
の
表
記
の
よ
う
に
、
一
仮
名
一
字
母
に
近
い
形
で
表
記
さ

れ
始
め
た
。
こ
れ
に
は
恐
ら
く
、
本
文
の
整
理
統
合
を
急
ぐ
芭
蕉
の

意
志
に
加
え
て
、
画
巻
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
が
詞
書
に
盛
大
な
デ
コ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
こ
と
も
作
用
し
て
い
た
に
違
い
な

い
。
ま
た
、
画
巻
本
の
表
記
を
単
語
別
に
検
索
す
る
と
、
特
に
、
陳

述
を
表
示
す
る
助
詞
・
助
動
詞
に
、
や
や
装
飾
性
の
高
い
字
母
が
採

用
さ
れ
、
結
果
的
に
複
数
字
母
が
併
用
さ
れ
る
事
例
が
散
見
さ
れ
る
。

そ
の
内
、
切
れ
字
機
能
を
持
つ
助
詞
・
助
動
詞
の
使
用
字
母
の
バ

ラ
イ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
語
り
手
の
陳
述
の
核
心
に
当
た
る

た
め
、
特
に
意
を
用
い
て
、
強
調
表
示
を
心
掛
け
た
も
の
と
袖
涵
H

さ

れ
る
。次
に
、
泊
船
本
で
は
、
こ
の
装
飾
字
母
の
分
量
が
大
幅
に
増
I

加
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
語
り
手
の
陳
述
の
詳
細
を
強
調
す
る
助

iil
．
助

｀
動
詞
の
強
調
表
示
に
加
え
て
、
旅
中
の
出
来
事
を
表
示
す
る
久
1

詞
・
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形
容
詞
・
動
詞
等
の
語
頭
・
語
尾
の
強
調
表
示
が
増
加
し
た
こ
と
に

よ
る
。
さ
ら
に
「
西
行
谷
」
の
「
蝶
女
」
の
挿
話
と
「
京
都
」
の
三

井
秋
風
訪
問
の
重
要
さ
を
暗
示
す
る
装
飾
字
母
が
消
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
装
飾
字
母
の
変
化
が
何
を
意
味
す
る
か
は
今
の
所
不
明

だ
が
、
い
ず
れ
更
に
、
詳
細
に
調
査
す
る
必
要
が
生
じ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

注
1

拙
稿
「
文
字
の
修
辞
学
ー
『
野
ざ
ら
し
紀
行
画
巻
』
推
敲

の
一
側
面
ー
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』

4
号
）
参

照。

注
2

天
理
本
か
ら
画
巻
本
に
至
る
推
敲
過
程
を
言
う
。
通
説
で

は
、
天
理
本
・
泊
船
本
・
孤
屋
本
・
画
巻
本
の
順
に
推
敲
さ

れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
私
は
天
理
本
・
画
巻
本
・
泊
船
本

の

順

に

執

筆

さ

れ

た

と

考

え

て

い

る

。

｀

注
2

『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
の
諸
本
の
仮
名
字
母
の
使
用
状
況
を

分
析
す
る
と
、
集
中
し
て
使
用
さ
れ
る
仮
名
字
母
は
、
集
中

率
八
五
％
以
上
の
と
こ
ろ
に
分
布
し
、
希
に
装
飾
的
に
使
用

さ
れ
る
仮
名
字
母
は
、
占
有
率
十
五
％
以
下
の
と
こ
ろ
に
分

布
す
る
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
基
準
を
用
い
た
。
な
お
、
集

中
率
と
は
‘
―
つ
の
仮
名
を
表
記
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
当

該
仮
名
字
母
の
占
有
率
を
言
う
。

注
3

「
遣
」
は
、
画
巻
本
に
至
っ
て
汎
用
字
母
と
し
て
用
い
ら

れ
た
字
母
。
新
た
に
汎
用
性
を
持
っ
て
用
い
ら
れ
始
め
た
点

で
珍
し
い
事
例
の
た
め
、
例
外
的
に
こ
こ
に
掲
げ
た
。

注
4

「
登
」
十
三
例
の
内
に
は
、
助
詞
「
と
」
十
一
例
が
含
ま

表
で
は
こ

れ
る
が
、
全
体
を
一
括
し
て
表
示
す
る
た
め
に
、

の

よ

う

に

集

約

し

た

。

．

注
5

「
仁
」
三

0
例
の
内
に
、
助
詞
「
に
」
二
四
例
が
含
ま
れ

る
が
、
全
体
を
一
括
し
て
表
示
す
る
た
め
に
、
表
で
は
こ
の

よ
う
に
集
約
し
た
。

注
6

「
舞
」
四
例
の
内
に
、
助
動
詞
「
む
」
一
＿
一
例
が
含
ま
れ
る

が
、
全
体
を
一
括
し
て
表
示
す
る
た
め
に
、
表
で
は
こ
の
よ

う
に
集
約
し
た
。

注
7

十
五
％
の
根
拠
は
、
一
字
母
毎
に
使
用
字
母
の
占
有
率

（
一
仮
名
を
表
記
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
複
数
字
母
の
使
用

回
数
の
比
率
）
を
観
察
す
る
と
、
こ
の
十
五
％
以
上
の
仮
名

字
母
と
十
五
％
以
下
の
仮
名
字
母
と
の
間
に
比
較
的
大
き
な

格
差
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

注
8

通
用
の
仮
名
字
母
に
つ
い
て
は
、
「
川
柳
の
仮
名
ー
国

語
字
体
史
の
視
点
か
ら
ー
前
田
富
棋
」
（
『
日
本
語
・
日
本

文
化
研
究
論
集
』

4
号
）
、
木
越
治
「
近
世
文
学
作
品
に
お

け
る
字
母
の
用
法
に
つ
い
て
ー
『
ま
す
ら
を
物
語
』
『
お
く

の
細
道
』
『
教
訓
私
儘
育
』
の
場
合
ー
（
『
国
語
文
字
史
の

研
究
一
』
前
田
富
麒
編
、
九
ニ
・
九
月
和
泉
書
院
刊
）
に
よ

っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
は
、
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
の
主

要
諸
本
で
一
般
に
用
い
ら
れ
る
字
母
の
意
味
で
用
い
た
。

注
9

「
泊
船
本
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
の
表
記
特
性
」
（
『
国
文

学
孜
』
一
四
一
号
、
九
四
年
一
＿
一
月
刊
、
所
収
）
参
照
。

注
10

こ
の
清
書
者
は
恐
ら
く
「
泊
船
本
」
が
収
め
ら
れ
た
『
泊

船
集
』
の
編
者
風
国
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、
確
証
は
な
い
。

玉
学
教
官
]
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